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サービス概要
名 称 パラスポーツイベントマップ

利用場所 協働学習、プロジェクト学習

教 科 総合的な探究の時間、保健体育

目 的 パラスポーツや一般障がい者の状況を理解し、
地域を巻き込むパラスポーツイベントを企画

対象学年 中学生～高校生

動作環境 プロジェクター

教材内容 探究教材

料金体系 教材費（指導案、ワークブック、パラ選手派遣）
導入支援費（教員研修、オンラインサポート）

サポート 教員研修、オンラインサポート
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サービスの特徴
地域社会においてパラスポーツの認知度向上と普及を目指し、パラス
ポーツイベントを企画・開催する方法を体験するプログラムです。パ
ラスポーツに関する知識と理解を深めながら、アスリートだけでな
く、一般の障がい者でも健康づくりのために参加できる“健康パラス
ポーツ”を探究していきます。地域住民との協力を通じて、障がい者
スポーツの普及を目指します。

n パラスポーツへの理解を深め、SDGsゴールに貢献
東京大学スポーツ先端科学連携研究機構、及び公益財団法人日本パラ
スポーツ協会からのサポートを受けながら、スポーツを通じてダイ
バーシティ社会の貢献に繋がることが期待できます。

n 地域を巻き込むパライベント企画（実施）が探究ゴール
近年、関心が高まっている、 SDGs社会貢献に直結するパラスポーツ
のイベントを地域や学校で、企画・実施することにより、社会貢献を
果たすことができます。イベント運営を通して達成感を感じ、さらに
自分はできると信じる力の育成が期待できます。
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1. 質を担保するためにどのように授業をすべきか

学校現場における課題と対策

2. どのようなテーマが生徒のやる気を引き出すか

3. どのように評価をすれば良いのか

☞「デザイン思考」に則ったプログラム

☞身近なスポーツを起点にした教材

☞生徒の自己評価をもとに評価する仕組み
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1. 『学びの質を担保すること』に対する活用事例

デジタル思考に則ったプログラム 学習指導案による質の担保
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2. 『生徒のやる気を引き出すテーマ選定』に対する活用事例

身近なスポーツを起点にした教材 パラアスリートと交流

ParaSports Event Map
パラスポーツイベントマップ
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3. 『評価方法』に対する活用事例

「気づきシート（自己評価）」の変化をプログラム前後で比較

前後比較
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導入実績数

n 私立中学校 1校
n 私立高等学校 1校

設置者 教育機関 導入数
学校法人関東学院 関東学院中学校 250

関東学院高等学校 250

合計 2校に対し500人
の児童・生徒に導入
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情意領域の階層別スコア前後比較
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ライフスキルの評価（有効回答数N=388）
問題解決能力をはじめ、それに求められる情報収集能力や対人関係能力等、WHOの提唱するライフスキルの形成に効果的で
あったか否かを評価するために、Life Skills測定尺度（山田, 2016）を用いて、授業前後の結果を比較することにより、介入の
効果を検証した（各項目15点満点）。問題解決能力、対人関係能力において、5%水準で有意に上昇した。
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問題解決

情報収集

⾃⼰統制

対⼈関係

ライフスキル前後比較_PrePost

事前 事後

認知・情意領域の評価（有効回答数N=388）
授業が児童生徒の認知領域及び情意領域の形成に効果的であったか否かを評価。従来の体育の授業効果をPre-測定、本教材授業
の効果をPost-測定として、従来体育との比較を行った。認知領域は「受け入れ、知識・理解、思考力、創造力、評価」、情意領
域は「受け入れ、反応、価値付け、価値の体系化、個性化」の5段階から構成され、右に行くほど高次で行動変容に結びつきや
すいと言われる（各項目8点満点）。従来の体育と比較すると、いずれの領域においても、総じて上昇したことが確認された。
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導入・運用に向けた課題と対策

1. 導入予算・費用の問題をクリアできない

学校へのアプローチ・説得不可避

▪導入事例・実績をプロモーション

▪企業努力による導入価格低減
(研修オンライン化等)



■サービスを活⽤するにあたっての課題とその改善策

11探究的学習関連サービス等利活⽤促進事業費補助⾦ 効果報告レポート

導入・運用に向けた課題と対策

2. 一部教員の指導に対する不安を解消できない

分からない・自信がないを解消

▪教員自身がプログラムを体験
(教員研修にて実践)

▪「一緒に学ぶ」指導案の作成
(教えない授業の進め方を普及)
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生徒のコメント
n 私は16年間の人生を生きてきて幸いにも大きな
病気やけがをしたことがありません。たくさん
の種類の障害があり障害のレベルに応じて競技
があることがわかりました。

n 楽しかったことはたくさんのパラスポーツ競技
があることがわかったことです。チームで話し
合ってルールを考えて、普通の障害を持つ方々
でもできるルールに変更できたと思います。

n 私たちのテーマは一般の障害者の方たちをどう
したらイベントに参加してもらえるかでした。
そのためにポスターを作りどこに配布すればよ
いかを話し合いました。難しかったですが、い
ままで考えたことが無いテーマだったので勉強
になりました。
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教員のコメント
n 多様性を考えるうえでパラスポーツという教材
はわかりやすいと感じた。実際にパラスポーツ
イベントを開催させたい。

n パラスポーツのイベントを考えることを通じて、
運動から遠ざかりがちな障害者の方々に健康維
持のために体を動かすきっかけにするという趣
旨は共感できる。探究学習としてだけではなく
保健体育や家庭科の授業としても利用していけ
ると思う。

n 同じテーマについて繰り返しチームで考える貴
重な時間が今後の高校生活に活かされていくと
思う。



■会社概要

14探究的学習関連サービス等利活⽤促進事業費補助⾦ 効果報告レポート

企業名 株式会社STEAM Sports Laboratory

企業PROFILE

代表者 山羽教文

資本金 19,500千円

所在地 東京都世田谷区上用賀1-1-1-102

設 立 2018年11月19日

問合せ info@steams-jp.com

経常利益 17,000千円（2023/9月期）

売上高 81,000千円（2023/9月期）

事業内容 スポーツ教育サービスの開発・運営
スポーツ教育キャンプ・スクールの企画・運営


